
❶
サ
ン
ト
リ
ー　

シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー「
白
州
」

７
０
０
㎖　

５
名
様

森
の
な
か
の
白
州
蒸
溜
所
で
生
ま
れ
た
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
爽
や
か
な
味
わ
い
の

シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
で
す
。

「
森
香
る
ハ
イ
ボ
ー
ル
」で
ど
う
ぞ
。

提
供

：

サ
ン
ト
リ
ー

❷
マ
ル
ス
ウ
イ
ス
キ
ー　

ツ
イ
ン
ア
ル
プ
ス　

７
5
０
㎖　

５
名
様

３
年
前
に
蒸
溜
を
再
開
し
た
信
州
マ
ル
ス
蒸
留
所
が

満
を
持
し
て
発
売
す
る
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
ウ
イ
ス
キ
ー
。

穏
や
か
な
口
当
た
り
と

柔
ら
か
な
味
わ
い
は
同
蒸
留
所
な
ら
で
は
。

提
供

：

本
坊
酒
造

❸
海
童 

熟
成
の
極 

25
％　

９
０
０
㎖　

５
名
様

海
童
原
酒
に
甕
貯
蔵
原
酒
を
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
ブ
レ
ン
ド
。

さ
ら
に
隠
し
味
に
樫
樽
貯
蔵
酒
を
加
え
る
こ
と
で
、

ほ
の
か
な
甘
い
香
り
と

熟
成
感
あ
ふ
れ
る
味
わ
い
を
実
現
し
ま
し
た
。

提
供

：

濵
田
酒
造

❹
極
上〈
宝
焼
酎
〉25
％　

９
０
０
㎖
エ
コ
パ
ウ
チ　

５
名
様

樽
貯
蔵
熟
成
酒
を
３
％
使
用
し
た
、

ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
と

芳
醇
な
味
わ
い
の
ひ
と
ク
ラ
ス
上
の
宝
焼
酎
。

エ
コ
パ
ウ
チ
は
軽
く
て
割
れ
な
い
う
え
、

収
納
し
や
す
く
丸
め
て
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
ま
す
。

提
供

：

宝
酒
造

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
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次 

号 

予 

告

新
着「
酒
の
本
」紹
介

■ 

『
目
の
眼 
別
冊　

酒
器
ス
タ
イ
ル
』

里
文
出
版

古
美
術
・
工
芸
の
専
門
雑
誌『
目
の
眼
』

が
二
〇
一
一
年
三
月
号
の
別
冊
と
し
て
発

行
。焼
き
物
を
中
心
に
文
化
人
が
酒
器
と
の
つ
き
あ
い
を
語
る
。収

録
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
酒
器
の
写
真
が
味
わ
い
深
い
。

（
一
四
二
九
円
･
消
費
税
別
）

■ 

『
ワ
イ
ン 

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
バ
イ
ブ
ル
』

谷
宜
英
著 

ナ
ツ
メ
社

ト
ッ
プ
ソ
ム
リ
エ
が
ワ
イ
ン
を
体
系
的
に

捉
え
る
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
開
陳
。

一
杯
の
ワ
イ
ン
か
ら
ど
ん
な
情
報
を
得
て
、ど
の
よ
う
に
判
断
を
す

る
の
か
の
解
説
は
出
色
。

（
三
〇
〇
〇
円
・
消
費
税
別
）

■ 

『
美
酒
一
代 

鳥
井
信
治
郎
伝
』

杉
森
久
英
著 

新
潮
文
庫

丁
稚
奉
公
か
ら
身
を
お
こ
し
サ
ン
ト
リ
ー

の
前
身
と
な
る
寿
屋
を
創
業
、日
本
を
代

表
す
る
洋
酒
メ
ー
カ
ー
を
築
い
た
鳥
井
信
治
郎
の
伝
記
が
復
刊
。

（
四
九
〇
円
・
消
費
税
別
）

■ 

『
台
湾
一
周
！ 

安
旨
食
堂
の
旅
』

光
瀬
憲
子
著 

双
葉
文
庫

著
者
が
台
湾
各
地
の
大
衆
食
堂
、大
衆
酒

場
を
実
際
に
歩
い
た
ル
ポ
。酒
場
め
ぐ
り

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
最
適
。

（
六
三
〇
円
・
消
費
税
別
）

■ 

『
新
・
日
本
の
ワ
イ
ン
』

山
本
博
著 

早
川
書
房

日
本
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
す
べ
て
歩
い
た
前

作
か
ら
一
〇
年
。最
新
情
報
を
盛
り
込
み
、

日
本
ワ
イ
ン
の
課
題
を
考
察
。

（
二
一
〇
〇
円
・
消
費
税
別
）

元気に飲む！ 愉快に遊ぶ酒マガジン

発行

人と社会にとってよい酒のあり方を考える
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ニッポンの
蒸溜酒がすごい

 2014

秋

熟成のうま味溢れる芋焼酎（鹿児島）
焼酎で「ＢＬＡＣＫ酎」はどう変わる
酒飲みの健康学「“ビール漬け肉”で大腸がんも怖くない！」
おつまみ常備菜
極上ウイスキーを味わう礁渓温泉（台湾 宜蘭県）
土から生まれる白酒（中国山東省 蘭陵）
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爽
や
か
で
透
明
感
の
あ
る『
白
州
』

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
も
う
ひ
と
つ
の
拠
点
が
白
州
蒸

溜
所
で
す
。
国
内
の
建
設
候
補
地
を
つ
ぶ
さ
に
調

べ
て
選
ん
だ
の
が
、
南
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
豊
か
な

森
と
花
崗
岩
地
質
に
育
ま
れ
た
名
水
が
湧
く
山
梨

県
の
白
州
、
一
九
七
三
年
の
こ
と
で
し
た
。
標
高

七
〇
〇
m
の
高
地
に
あ
り
、
冷
涼
な
気
候
の
な
か

で
ゆ
っ
く
り
と
熟
成
す
る
原
酒
に
は
、
爽
や
か
さ

と
透
明
感
が
漂
い
ま
す
。

　

シ
ェ
リ
ー
樽
の
甘
い
香
り
と
重
厚
な
味
わ
い
の

『
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
山
崎
』
に
対
し

て
、『
〃
白
州
』
は
ラ
イ
ム
を
思
わ
せ
る
柑
橘
系

の
香
り
、
ほ
の
か
な
甘
み
の
あ
る
す
っ
き
り
し
た

味
わ
い
が
特
長
で
、
最
後
に
柔
ら
か
く
女
性
的
で

ス
モ
ー
キ
ー
な
風
味
が
広
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
2
つ
の
蒸
溜
所
の
原
酒
を
贅
沢

に
使
っ
た
の
が
最
高
峰
ブ
レ
ン
ド
ウ
イ
ス
キ
ー

『
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
響
』
で
す
。
こ
の
酒

に
は
同
社
の
技
術
の
粋
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1森に囲まれたサントリー白州蒸溜所。ここも今年、蒸溜釜を2対4基増設した
　JR中央本線「小淵沢駅」よりタクシーで約10分
　（週末は無料シャトルバス有）
　http://www.suntory.co.jp/factory/hakushu
2 「木桶槽」では発酵工程で森の乳酸菌が働き、爽やかなのに味わい深い、
　白州独自の風味を生み出す
3 冷涼な気候の白州では山崎蒸溜所よりも熟成がゆっくり進む

◀爽やかな「森香るハイボール」

森香るハイボールのつくり方
❶ たっぷりの氷を入れたグラス
に白州を注いで、マドラーでか
き混ぜてグラスと酒をしっかり
冷やす
❷ 氷に当てないようにソーダを
ゆっくり満たす。割合は1：3～4
❸マドラーで縦に一回混ぜる
❹ 最後にミントの葉を一枚、叩
いてから乗せると爽やかさが
引き立つ

●サントリーシングルモルトウイスキー「山崎」
　希望小売価格：700ml　3500円
●サントリーシングルモルトウイスキー「白州」
　希望小売価格：700ml　3500円
●サントリーウイスキー「響12年」
　希望小売価格：700ml　5000円
※価格はいずれも消費税別

サントリー
白州蒸溜所
（山梨）

1

2

3

1234

　

こ
の
賞
は
高
品
質
で
多
彩
な
商
品
を
生
み
出
し

た
メ
ー
カ
ー
一
社
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
サ
ン

ト
リ
ー
は
３
年
連
続
４
度
目
の
受
賞
で
す
。
創
業

者
の
鳥
井
信
治
郎
が
一
九
二
三
年
に
日
本
初
の
ウ

イ
ス
キ
ー
づ
く
り
を
開
始
し
、『
サ
ン
ト
リ
ー
ウ

イ
ス
キ
ー
白
札
』
発
売
時
に
は「
醒
め
よ
人
！ 

舶

來
盲
信
の
時
代
は
去
れ
り 

酔
は
ず
や
人 

吾
に
國

産 

至
高
の
美
酒 

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
ヰ
ス
キ
ー
は
あ

り
！
」
と
広
告
し
た
の
で
し
た
が
、
名
実
と
も
に

こ
れ
を
実
現
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
の
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
は
、
他
の
蒸
溜

所
か
ら
原
酒
を
入
手
で
き
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

異
な
り
、自
前
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
品
質
で
多
様
な
原
酒
を
確
保
し
よ
う
と
創
意
工

夫
を
重
ね
た
結
果
、
酒
類
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞

を
総
な
め
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
山
崎
蒸
溜
所
で
す
。

こ
こ
で
仕
込
み
、
発
酵
、
蒸
溜
、
製
樽
、
貯
蔵
・

熟
成
、
ブ
レ
ン
ド
な
ど
、
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の

全
プ
ロ
セ
ス
が
突
き
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
酒
の

熟
成
に
長
い
時
間
が
か
か
る
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
な

ぜ
そ
の
酒
に
な
っ
た
の
か
、
因
果
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
粘
り
強

く
こ
の
難
題
に
挑
ん
だ
つ
く
り
手
の
仕
事
と
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
と
が
相
ま
っ
て
、
極
上
の
ウ
イ

ス
キ
ー
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
ー 

オ
ブ 

ザ 

イ
ヤ
ー

３
年
連
続
受
賞
し
た
サ
ン
ト
リ
ー

1 計8対（つい）16基の蒸溜釜。増産のため、昨
年、45年ぶりに蒸溜釜を2対4基増設

2 多様なモルト原酒を生み出すために、樽には細
心の注意が払われている

3見事にディステラー オブ ザ イヤーを受賞
4 創業当時の蒸溜釜。そばには鳥井信治郎氏と
佐治敬三氏の銅像がある

5 サントリー山崎蒸溜所
　JR山崎駅、阪急大山崎駅から徒歩10分
　http://www.suntory.jp/factory/yamazaki

サントリー
山崎蒸溜所
（大阪）

12

4 3

5

本
格
的
な
製
造
が
始
ま
っ
て
90
余
年
、日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
最
高
水
準
と
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
焼
酎
は
、食
事
を
し
な
が
ら
飲
む
蒸
溜
酒
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
、品
質
の
高
さ
と
相
ま
っ
て
、こ
れ
か
ら
世
界
を
魅
了
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。今
回
は
日
本
を

代
表
す
る
２
つ
の
蒸
溜
酒
の
今
を
眺
め
て
み
ま
す
。

特 集

ウイスキー
編



日
本
独
自　

食
事
中
に
飲
む
蒸
溜
酒

　

日
本
で
焼
酎
づ
く
り
が
本
格
的
に
発
達
す
る
の

は
明
治
30
年
以
降
、
自
家
醸
造
が
禁
止
さ
れ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。
産
業
化
と
と
も
に
製
法
の
研
究

開
発
が
進
み
、
ほ
ど
な
く
米
麹
だ
け
で
発
酵
さ
せ

（
一
次
仕
込
み
）、
後
か
ら
芋
や
麦
な
ど
の
主
原
料

を
加
え
る（
二
次
仕
込
み
）
方
法
が
確
立
さ
れ
る

と
、
安
全
で
収
量
も
多
い
こ
の
方
法
が
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
二
次
仕
込
み
の
時
に
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
焼
酎
の
原

料
は
穀
類
や
芋
類
ば
か
り
か
ゴ
マ
、
昆
布
、
紫
蘇

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
最
近
は
一
次
仕
込
み
に
麦
麹
や
芋
麹
を
用
い

た
、
麦
だ
け
、
芋
だ
け
の
焼
酎
も
人
気
で
す
。

　

大
正
期
に
な
る
と
西
洋
の
連
続
蒸
溜
の
技
術
で

つ
く
る
、ク
セ
の
な
い
甲
類
焼
酎
が
登
場
し
ま
す
。

個
性
的
な
風
味
の
本
格
焼
酎
と
区
別
し
て
新
式
焼

酎
と
呼
ば
れ
、
広
く
支
持
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

２
つ
の
焼
酎
に
共
通
す
る
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
が
蒸
溜
酒
と
し
て
は
低
い
25
度
が
主
流
で
、

食
事
中
に
飲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
海
外
の
蒸

溜
酒
は
40
度
以
上
が
当
た
り
前
で
、
欧
米
で
は
食

事
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
諸
国
で

は
食
中
に
飲
み
ま
す
が
、
お
湯
や
ソ
ー
ダ
で
割
っ

て
飲
む
ス
タ
イ
ル
は
一
般
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
2
つ
の
焼
酎
が
、
食
事

中
に
飲
む
蒸
溜
酒
と
し
て
、
異
文
化
に
も
認
め
ら

れ
る
日
は
遠
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ジ
ア
は
蒸
溜
酒
の
メ
ッ
カ

蒸
溜
酒
の
消
費
量
は
世
界
一　

韓
国

韓
国
で
は
甲
類
焼
酎
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
が
っ
つ
り
飲
む
。昼
食
に
小

瓶
を
一
本
飲
む
人
も
珍
し
く
な
い
。さ
す
が
世
界
ト
ッ
プ
の
消
費

量
と
納
得
。近
年
は
伝
統
酒（
本
格
焼
酎
）も
注
目
さ
れ
て
い
る

白
酒
で「
乾
杯
」の
嵐　

中
国

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
50
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。宴
席
で
は
こ
の

酒
で
乾
杯
の
声
が
飛
び
交
う
。田
舎
で
は
酒
屋
に
通
い
瓶
を
下
げ

て
白
酒
を
買
い
に
行
く

ア
ジ
ア
の
蒸
溜
酒「
ア
ラ
ッ
ク
」　

ス
リ
ラ
ン
カ

ト
ル
コ
か
ら
イ
ン
ド
、イ
ン
ド
シ
ナ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で「
ア
ラ
ッ
ク
」

と
い
う
蒸
溜
酒
が
あ
る
。か
つ
て
日
本
で
も
焼
酎
を「
阿
刺
吉
」と

記
し
た
。こ
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
も
の
の
原
料
は
コ
コ
ヤ
シ
の
花
液

1 蒸溜酒を食事中に飲むのはアジアの文化。
日本では割っておいしい焼酎が求められた
2 一次仕込みで使う米麹をつくるドラム式製
麹装置

3ドラムのなかは米がたくさん
4今も昔ながらに甕で仕込む蔵も少なくない 1

2

3

4

焼酎編

朝
ド
ラ
で
注
目　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

ま
だ
ま
だ
あ
る

日
本
の
名
ウ
イ
ス
キ
ー

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
を
学

び
、
サ
ン
ト
リ
ー
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
を
指
揮

し
て
い
た
竹
鶴
政
孝
が
、
独
立
し
て
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
を
創
業
し
た
の
は
、
80
年
前
の
一
九
三
四

年
で
す
。
北
海
道
の
余
市
に
蒸
溜
所
を
開
き
、
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
売
り
な
が
ら
原
酒
づ
く
り
を
続

け
、
6
年
後
に
念
願
の『
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
』

を
発
売
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
苦
労
を
重
ね
な
が

ら
も
品
質
の
向
上
に
励
み
、
日
本
を
代
表
す
る
ウ

イ
ス
キ
ー
メ
ー
カ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
に
生
涯
を
か
け
た
政
孝
の

波
乱
万
丈
の
人
生
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
妻

の
リ
タ
の
視
点
か
ら
ド
ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
。
9

月
か
ら
放
送
が
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
マ
ッ
サ
ン
」で
す
。

　

国
際
酒
類
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
の
常
連
と
な
っ

た
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
。
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の

評
価
を
さ
ら
に
高
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

12 余市蒸溜所は力強
いモルト原酒を生み
出す蒸溜釜を直火
で加熱する

◀ニッカウヰスキーがこだ
わるカフェ式連続式蒸溜機
（模型）

34 宮城峡蒸溜所はマイ
ルドなモルトを狙った
蒸溜釜を蒸気で間接
加熱する

5『ニッカ竹鶴ピュアモルト』シリーズはブレン
デッドモルト（ピュアモルト）部門で世界最高
賞を6度受賞

信州マルス蒸留所（長野）
中央アルプスの麓の蒸溜所。19年ぶり
にウイスキー製造を再開し、今夏、満を
持して『マルスウイスキー ツインアルプ
ス』をリリース。マルスらしい柔らかな口
当たりの自信作
参考小売価格：750㎖　1580円（消費
税別）

富士御殿場蒸溜所（静岡）
富士山の伏流水で仕込む、キリン
ビールのウイスキー事業の中核とな
る蒸溜所。熟成が早く進む小樽での
貯蔵にこだわる。主力商品は『富士
山麓 樽熟50°』。豊かな樽熟香が特
徴。価格：オープン

ベンチャーウイスキー秩父蒸溜所（埼玉）
木桶で仕込み、小釜で蒸溜。個性的なウイスキー
づくりを徹底する気鋭の蒸溜所が生む『イチロー
ズモルト』はマニア垂涎の逸品

ニッカ
余市蒸溜所
（北海道）

ニッカ
宮城峡蒸溜所
（宮城）

1

2

3

4

5



金山蔵

伝兵衛蔵

　

最
初
に
見
る
べ
き
は
伝
兵
衛
蔵
で
す
。
濵
田
酒
造
の

本
社
に
隣
接
す
る
木
造
の
蔵
で
、
本
格
焼
酎
の
二
次
仕

込
み
法
が
確
立
し
、
手
作
業
で
焼
酎
づ
く
り
を
し
て
い

た
頃
の
様
子
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
業
の
進
ん
だ

大
工
場
と
違
い
、
こ
こ
で
働
く
人
は
焼
酎
づ
く
り
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
、
目
の
前
の
仕
事
を
全
体
と
関

連
づ
け
る
こ
と
が
容
易
な
は
ず
で
す
。
技
術
の
継
承
、

人
材
育
成
の
面
で
も
重
要
な
こ
の
蔵
は
、
見
学
す
る
者

に
も
全
体
像
を
掴
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

坑
洞
の
な
か
に
あ
る
金
山
蔵
は
年
間
を
通
し
て
気
温

が
一
定（
約
19
℃
）で
、
焼
酎
の
熟
成
の
知
見
を
得
る
に

は
最
適
で
す
。
伝
兵
衛
蔵
や
傳
藏
院
蔵
で
貯
蔵
し
た
も

の
と
比
較
す
る
と
、
熟
成
へ
の
理
解
は
一
層
深
ま
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
蔵
で
の
仕
込
み
方
法
は
、
明
治

以
前
、
自
家
醸
造
し
て
い
た
頃
の
ど
ん
ぶ
り
仕
込
み（
一

度
に
す
べ
て
の
原
料
を
仕
込
む
手
法
）で
す
。
発
酵
途

中
で
腐
り
や
す
い
の
で
す
が
、
衛
生
管
理
の
技
術
が
進

ん
だ
今
な
ら
、
存
分
に
味
わ
い
を
追
求
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
一
般
に
公
開
さ
れ
、
見
学
や
買
い
物
を
楽

し
め
ま
す
。
一
度
ご
覧
に
な
る
と
焼
酎
が
い
っ
そ
う
お

い
し
く
な
り
ま
す
。伝兵衛蔵

鹿児島県いちき串木野市湊町4丁目1番地
☎0996-36-3131　年中無休

金山蔵
鹿児島県いちき串木野市野下13665
☎0996-21-2110　水曜定休
http://www.hamadasyuzou.co.jp/

小学校の校舎だった建物の雰囲気に合わせて
特注した木製蒸溜器

甕でじっくりと熟成させる仕込みは昔ながらの甕仕込み

ずらりと並んだ貯蔵甕。甕も焼酎もトロッ
コで手作業で運び入れた

自家醸造時代は焼酎づくりは女性の仕
事。だから金山蔵は女性杜氏

トロッコで坑洞を700ｍほど進む。探検
気分を十分に味わえる

芋
焼
酎
づ
く
り
が
イ
チ
か
ら
わ
か
る　
濵
田
酒
造　

伝
兵
衛
蔵
と
金
山
蔵

編 集 長 の

大 人 の
社 会 科
見 学

濵
田
酒
造
は
３
つ
の
酒
蔵
を
持
っ
て
い
ま
す
。最
新
鋭
の
傳で
ん

藏ぞ
う

院い
ん

蔵ぐ
ら

、伝
統
的
な
製
法
を
守
る
伝
兵
衛
蔵
、串

木
野
金
山
の
坑
洞
を
利
用
し
た
焼
酎
貯
蔵
と
明
治
以
前
の
焼
酎
づ
く
り
を
見
せ
る
金
山
蔵
で
す
。す
べ
て
を

見
学
す
る
と
本
格
焼
酎
づ
く
り
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

ク
セ
が
強
い
と
敬
遠
さ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
芋

焼
酎
は
、
新
鮮
な
芋
を
調
達
し
、
不
要
な
部
分
を

カ
ッ
ト
す
る
原
料
処
理
を
徹
底
す
る
と
、
驚
く
ほ

ど
き
れ
い
な
味
わ
い
に
な
り
ま
し
た
。『
海
童
』を

製
造
す
る
こ
の
傳で

ん

藏ぞ
う

院い
ん

蔵ぐ
ら

に
は
、
畑
か
ら
掘
り
出

し
て
48
時
間
以
内
に
芋
が
届
き
ま
す
。
濃
醇
な
も

の
、
軽
快
な
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

焼
酎
は
、
い
ず
れ
も
ク
リ
ア
で
キ
レ
が
あ
り
ま
す
。

清
掃
と
洗
浄
を
徹
底
し
、
最
新
の
製
造
設
備
を
使

い
こ
な
し
て
こ
そ
の
味
わ
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
蔵
は
数
千
本
の
大
甕
と
樫
樽
で
芋

焼
酎
を
貯
蔵
し
て
い
ま
す
。
新
発
売
の『
海
童 

熟

成
の
極 

25
％
』は
、
鹿
児
島
県
産
の
黄
金
千
貫
で

仕
込
み
、
甕
で
熟
成
し
た
ま
ろ
や
か
な
焼
酎
に
、

樫
樽
貯
蔵
し
た
焼
酎
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
加
え
た
逸

品
。「
貯
蔵
期
間
を
明
記
し
な
い
の
で
す
か
？
」と

質
問
す
る
と
、「
甕
ご
と
に
熟
成
の
進
み
具
合
が

違
う
の
で
、
貯
蔵
期
間
で
は
な
く
味
で
選
ん
で
い

ま
す
」
と
原
生
産
部
長
。
最
新
鋭
の
工
場
で
も
最

後
は
熟
練
の
匠
の
技
が
決
め
手
な
の
で
し
た
。

本格芋焼酎　海童　熟成の極　25％
希望小売価格：1800ml　2000円（消費税別）
　　　　　　 900ml　 1100円（〃）
製造元：濵田酒造株式会社
　　　（鹿児島市いちき串木野市）
商品に関するお問い合わせ・お客様相談室
☎0996-21-5260
http://www.hamadasyuzou.co.jp/　

1 コンピューター制御でおいしい焼酎を安定して
生み出す蒸溜装置
2 もともとの焼酎の風味が生きる貯蔵を目指すと
いう
3 焼酎づくりを陣頭指揮する生産部長の原健二
郎さん。カラオケの十八番は郷ひろみだとか

4最新鋭の設備を整えた傳藏院蔵
567 鹿児島県内の畑で収穫されてから48時間

以内に工場へ。すぐに芋の選別にかかる 4

1
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5

6

7

熟
成
の
う
ま
味
が
溢
れ
る
芋
焼
酎

海
童 

熟
成
の
極 

25
％ 

新
発
売

き
わ
み



はらだペコの

ためしてMIX 26

焼酎で
「BLACK酎」は
どう変わる

酒好き素人の「はらだペコ」がお酒に
何かをミックスして、好みのおいしい
組み合わせを探していきます。

ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
35
度『
果
実
酒
の

季
節
』、『
宝
焼
酎
25
度
』、『
極
上〈
宝

焼
酎
〉25
度
』の
3
つ
で
す
。

　

ま
ず
は
一
対
一
の
水
割
り
。『
果

実
酒
の
季
節
』
は
水
を
多
め
に
し
て

他
と
度
数
を
合
せ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
臭
が
ツ
ン
ツ
ン
す
る
の
で
は
と
身

構
え
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
無

臭
で
、
味
は
厚
み
が
な
く
余
韻
も

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
る
と『
極
上〈
宝
焼

酎
〉25
度
』
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。

丸
い
口
当
た
り
で
味
に
厚
み
が
あ
り

ま
す
。
後
味
ま
で
柔
ら
か
く
て
、
こ

ん
な
に
も
違
う
も
の
か
と
び
っ
く

り
。
極
上
と
名
乗
る
だ
け
の

こ
と
は
あ
る
と
納
得
し
ま
し

た
。『
宝
焼
酎
25
度
』
も
ま

ろ
や
か
で
し
た
が
、『
極
上
』

と
比
べ
る
と
ド
ラ
イ
で
あ
っ

さ
り
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
ー
ダ
割
り
で
は
違
い
が

さ
ら
に
際
立
ち
ま
し
た
。『
極

上
』
は
ほ
の
か
な
甘
み
が
出

て
複
雑
な
味
わ
い
。
樽
貯
蔵

熟
成
酒
が
３
％
入
っ
て
い
る

だ
け
で
、
こ
ん
な
に
違
う
の

で
す
ね
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
ブ
ラ
ッ

　

甲
類
焼
酎
は
何
を
飲
ん
で
も
た
い

し
て
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
グ
レ
ー
ド
が
上
の
も
の
の
ほ

う
が
う
ま
い
か
ら
比
べ
て
み
ろ
と
編

集
長
が
言
う
の
で
試
し
て
み
ま
し
た
。

用
意
し
た
の
は
宝
酒
造
の
果
実
酒
用

ク
コ
ー
ヒ
ー
割
り「
B
L
A
C
K
酎
」

で
す
。
焼
酎
の
お
茶
割
り
が
お
い
し

い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
有
り
だ
と

思
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
は『
U
C
C 

ブ
ラ
ッ
ク
無
糖
プ
レ
ミ
ア
ム
ド
ラ

イ
』で
試
し
て
み
ま
す
。同
じ
ブ
ラ
ッ

ク
無
糖
で
も
、
缶
入
り
の「
プ
レ
ミ

ア
ム
ド
ラ
イ
」、
ボ
ト
ル
缶
入
り
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ロ
マ
」、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
３
種
類
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
や
味
が
違
う

ら
し
い
で
す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
一
対
一
で

割
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
も『
極
上
』

が
断
然
い
い
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を

焼
酎
で
２
倍
に
薄
め
て
い
る
の
に
、

し
ゃ
ば
し
ゃ
ば
に
な
り
ま
せ
ん
。
焼

酎
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
な
い
っ
て
こ
と
で
し
ょ

う
か
？

　
『
宝
焼
酎
25
度
』
は
コ
ー
ヒ
ー
の

焙
煎
の
香
り
が
引
き
立
っ
て
、
酸
味

と
甘
み
が
出
ま
し
た
。『
極
上
』
よ

り
も
さ
ら
っ
と
ま
と
ま
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で「
B
L
A
C
K
酎
」
で

も
眠
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
眠
く

な
ら
な
い
な
ら
、
朝
ま
で
飲
む
時
に

は
い
い
か
も
。
も
う
私
は
そ
ん
な
飲

み
方
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
。

チ
ア
ー
ズ
プ
ラ
ス（Cheersplus
）　

オ
リ
ー
ブ

　

オ
リ
ー
ブ
の
新
漬
け
は
大
好
き
な
ん

で
す
け
れ
ど
、季
節
が
限
ら
れ
る
う
え
、

買
う
と
結
構
い
い
お
値
段
な
の
で
す
。

な
ら
ば
自
分
で
つ
く
っ
て
し
ま
え
と
、

オ
リ
ー
ブ
の
鉢
植
え
を
２
鉢
買
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
３
年
経
っ
て
も
ま
だ
実

を
つ
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ト
ホ
ホ
。

　

こ
の『
チ
ア
ー
ズ
プ
ラ
ス　

オ
リ
ー

ブ
』
は
、
お
店
で
た
ま
た
ま
見
つ
け
た

の
で
す
け
れ
ど
、
変
な
癖
が
な
く
て
お

い
し
い
で
す
。
小
袋（
30
ｇ
）で
気
軽
に

買
え
て
、
種
抜
き
液
き
り
タ
イ
プ
な
の

で
扱
い
や
す
い
優
れ
も
の
。

　

そ
の
ま
ま
お
つ
ま
み
に
し
て
も
い
い

で
す
し
、
カ
ッ
ト
し
て
サ
ラ
ダ
に
入
れ

て
も
い
け
ま
す
。
私
的
に
は
今
年
い
ち

ば
ん
の
ヒ
ッ
ト
で
す
。

独
断
採
点　

★
★
★
★
★

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
は
ら
だ
ペ
コ
）

『
チ
ア
ー
ズ
プ
ラ
ス　

オ
リ
ー
ブ
』

カ
ン
ロ
株
式
会
社

　

　

混
じ
り
っ
気
の
な
い
ピ
ュ
ア
な
味
わ
い
。
甲
類

焼
酎
の
こ
の
特
徴
は
、
お
茶
や
炭
酸
飲
料
と
の
抜

群
の
相
性
の
よ
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、

焼
酎
の
味
わ
い
に
厚
み
が
な
い
と
、
水
で
薄
め
た

よ
う
な
味
気
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

極
上〈
宝
焼
酎
〉の
味
の
厚
み
は
３
％
だ
け
加
え

た
樽
貯
蔵
熟
成
酒
に
よ
る
も
の
で
す
。
宝
酒
造
が

保
有
す
る
樽
貯
蔵
熟
成
酒
は
、
大
麦
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
糖
蜜
な
ど
原
料
、
蒸
溜
方
法
、

貯
蔵
方
法
が
異
な
る
85
種
類
・
約
２
万
樽
。
こ
れ

を
生
か
し
て
、
ロ
ッ
ク
や
水
割
り
で
飲
ん
だ
時
に

は
ま
ろ
や
か
に
、
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ー
ス
と
し
た
時
に

は
し
っ
か
り
支
え
て
割
材
の
味
を
活
か
す
焼
酎
を

追
求
し
ま
し
た
。
甲
類
焼
酎
は
ど
れ
も
同
じ
と
思

っ
て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
、
飲
み
比
べ
て
み
て
欲
し

い
商
品
で
す
。

　
『
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ブ
ラ
ッ
ク
無
糖
』は
香
料
を
一
切

使
わ
な
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
一
〇
〇
％

の
本
格
派
。『
極
上〈
宝
焼
酎
〉』を
割
る
だ
け

で
、
芳
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
ド
ラ
イ

な
味
わ
い
そ
の
ま
ま
に
、
ま
ろ
や
か
な「
極

上
★
B
L
A
C
K
酎
」の
で
き
あ
が
り
。

極
上〈
宝
焼
酎
〉の
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
割
り

「
極
上
★
B
L
A
C
K
酎
」

﹇ 

お
す
す
め
の
飲
み
方 

﹈

割材の風味を引き立てるのが極上
〈宝焼酎〉の持ち味。左から烏龍茶
割り、梅ハイ（梅干しと炭酸水）、ルイ
ボス茶割り、オンザロック、緑茶割り

樽貯蔵熟成酒がまろやかな味わ
いを生む

「
１
：
３
」

『
極
上〈
宝
焼
酎
〉』１
に『
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ブ
ラ
ッ
ク
無
糖
』を
３°
焼
酎
の

ほ
の
か
な
甘
み
と
、爽
や
か
な
酸
味
が
心
地
良
い

参考小売価格：
4Lエコペット　25度 2,912円／20度 2,543円
1.8Lパック　25度 1,564円／20度 1,330円
900mlエコパウチ　25度 783円
※商品に関するお問い合わせ
宝酒造株式会社　
お客様相談室　☎075-241-5111
受付時間：平日9：00～17：00（土・日・祝日休）



台湾

礁渓温泉

台北

居
酒
屋
か
っ
ち
ゃ
ん
常
連
客
の
温
泉
め
ぐ
り
。今
回
は
台
湾
の
礁
渓
温
泉
を
訪
ね
ま

す
。国
内
は
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
し
た
が
、海
外
の
温
泉
は
初
め
て
。近
く
に
あ
る
カ
バ

ラ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
の
蒸
溜
所
に
も
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。

♨にっぽん湯めぐり
酒めぐり

す
。
温
暖
な
台
湾
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー

の
熟
成
が
速
く
進
む
と
い
う
説
明
の

と
お
り
、
２
年
し
か
寝
て
い
な
い
と

は
思
え
な
い
堂
々
と
し
た
味
わ
い
。

運
営
す
る
の
は
台
湾
屈
指
の
飲
料

メ
ー
カ
ー
金
車
股
份
有
限
公
司
。
一

世
紀
先
を
見
据
え
て
ウ
イ
ス
キ
ー
事

業
に
進
出
し
た
そ
う
で
す
が
、
あ
ま

り
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
く
ば
か
り

で
し
た
。

　

見
学
を
終
え
一
杯
だ
け
試
飲
し
て

温
泉
に
急
ぎ
ま
す
。「
ヤ
シ
の
木
が

生
え
て
い
る
蒸
溜
所
な
ん
て
初
め
て

見
た
よ
」な
ん
て
言
っ
て
い
る
う
ち

に
礁
渓
温
泉
に
到
着
。
駅
前
に
広
が

る
温
泉
旅
館
街
は「
熱
海
」の
よ
う
、

日
本
統
治
時
代
に
開
発
さ
れ
た
と
い

う
の
も
頷
け
ま
す
。
駅
か
ら
徒
歩
で

５
分
ほ
ど
の
温
泉
公
園
に
あ
る
日
本

式
浴
場（
男
女
別
で
裸
で
入
浴
す
る
）

は
、
ひ
と
つ
の
源
泉
の
湯
を
７
つ
の

露
天
風
呂
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
に
し

て
い
ま
し
た
。
お
湯
は
滑
ら
か
な
肌

触
り
で
ま
ず
ま
ず
で
す
。
燦
々
と
降

り
注
ぐ
日
差
し
を
浴
び
て
の
入
浴

は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
浸
か
り

た
い
よ
う
な
心
持
ち
。
日
本
の
鄙
び

た
温
泉
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

「
国
内
で
い
い
じ
ゃ
な
い
、ま
だ
行
っ

て
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん

だ
か
ら
さ
」と
渋
る
シ
ー
さ
ん
を
説

き
伏
せ
て
、
や
っ
て
き
た
の
は
台
北

で
す
。
三
泊
四
日
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
込
で
４
万
円
を
切
る
激
安
パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
で
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
使
っ

て
台
湾
東
岸
の
礁
渓
温
泉
へ
行
く
計

画
。
礁
渓
ま
で
は
台
北
か
ら
バ
ス
で

90
分
ほ
ど
で
す
が
、今
回
は
４
人
で
、

駅
か
ら
離
れ
た
カ
バ
ラ
ン
ウ
イ
ス

キ
ー
の
蒸
溜
所
に
も
寄
る
の
で
、
ハ

イ
ヤ
ー
を
半
日
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
し

た
。

　

こ
の
蒸
溜
所
が
世
界
を
驚
か
せ
た

の
は
４
年
前
の
こ
と
。
二
〇
〇
八
年

に
操
業
し
た
ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
本
格
的
な
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ

イ
ス
キ
ー
が
国
際
的
な
酒
類
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
の
で

強い日差しを浴びるウイスキー蒸溜
所。木々は南国のものばかり

温泉公園の無料の足湯は
家族連れの憩いの場

カバランウイスキー。 台北市内に
直営ショップがある

奥へ進むと日式浴場。 泉質は炭酸
ナトリウム泉

大型の蒸溜釡が2対4基。 この規模
からの創業は驚き

の
欧
米
化
が
原
因
で
あ
る
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
増
え
て
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
は
肺
が
ん
に
次

い
で
死
亡
者
数
第
２
位
に
な
る
と
い

う
予
想
も
あ
り
ま
す
。
た
し
か
に
肉

好
き
な
ア
メ
リ
カ
で
は
乳
が
ん
に
次

い
で
大
腸
が
ん
の
患
者
が
多
く
、
し

か
も
、
肉
を
食
べ
る
量
に
比
例
し
て

大
腸
が
ん
に
な
る
人
は
多
く
な
る
と

言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
肉
好
き
に
大
歓
迎
さ
れ
る

研
究
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ポ
ル
ト
大

学
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
博
士
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
海
外
で
は
大

き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、”肉
を
焼
く
前
に
ビ
ー
ル
に
漬
け

込
ん
で
お
く
と
発
が
ん
物
質
を
減
ら

せ
る
！
“と
い
う
研
究
結
果
で
す
。

　

こ
の
研
究
で
注
目
さ
れ
た
の
は
多

環
芳
香
族
炭
化
水
素（
P
A
H
）と
い

う
化
学
物
質
を
ど
れ
く
ら
い
減
ら
せ

る
か
、
で
す
。
P
A
H
は
発
が
ん
性

物
質
で
、
食
品
を
焼
く
な
ど
の
調
理

過
程
や
乾
燥
・
加
熱
な
ど
の
製
造
過

程
で
生
成
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
網

焼
き
な
ど
直
火
で
の
調
理
肉
や
燻
製

肉
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
の
で
す
。

　

フ
ェ
レ
イ
ラ
博
士
の
グ
ル
ー
プ
は

豚
肉
を
研
究
に
使
い
、
そ
れ
を
焼
く

”ビ
ー
ル
漬
け
肉
“で

大
腸
が
ん
も
怖
く
な
い
！

　

今
、
日
本
で
は
年
間
約
80
万
人
が

新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
が
ん
で
亡
く
な
る
人

が
約
36
万
人（
年
間
）。
が
ん
死
亡
者

の
多
い
部
位
は
①
肺
が
ん
、
②
胃
が

ん
、
③
大
腸
が
ん
の
順
で
す
が
、
女

性
に
限
る
と
第
1
位
は
大
腸
が
ん
で

す
。
大
腸
が
ん
の
死
亡
者
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
肉
を
中
心
と
し
た
食

前
に
４
時
間
ビ
ー
ル
に
漬
け
た
の
で

す
。
そ
れ
と
ビ
ー
ル
に
漬
け
ず
に
ご

く
普
通
に
焼
く
ケ
ー
ス
と
の
比
較
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
漬
け
は

３
種
類
。「
黒
ビ
ー
ル
に
漬
け
込
ん

だ
豚
肉
」「
ピ
ル
ス
ナ
ー
ビ
ー
ル
に

漬
け
込
ん
だ
豚
肉
」「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
に
漬
け
込
ん
だ
豚
肉
」。

こ
の
中
の
ピ
ル
ス
ナ
ー
ビ
ー
ル
は
日

本
で
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
と
言
わ
れ
て
い

る
ビ
ー
ル
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー

ル
は
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
が
ゼ
ロ
で
は

な
く
0
・
5
％
含
有
の
も
の
。
い
わ

ゆ
る
ニ
ア
ビ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

　

結
果
、
P
A
H
を
抗
酸
化
力
で

減
少
さ
せ
た
の
は
普
通
に
焼
い
た

ケ
ー
ス
よ
り
も「
黒
ビ
ー
ル
漬
け
」

が
68
％
も
減
少
、「
ピ
ル
ス
ナ
ー
ビ
ー

ル
漬
け
」
が
29
・
5
％
、「
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
漬
け
」が
37
％
で

し
た
。
つ
ま
り
、
ビ
ー
ル
漬
け
に
し

た
後
で
豚
肉
を
焼
く
と
発
が
ん
性
物

質
が
グ
ン
と
減
少
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
。
も
と
も
と
ビ
ー
ル

煮
な
ど
は
人
気
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
肉
を
ビ
ー
ル
漬
け
に
し
て
か
ら
焼

く
こ
と
が
一
般
的
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

芋
煮
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
ア
ウ

ト
ド
ア
の
飲
み
会
は
楽
し
い
も
の
。
で

す
が
、
ど
う
も
酒
器
が
よ
ろ
し
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
は
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
缶
か
ら
そ
の
ま
ま
飲
め
る
ビ
ー

ル
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
は
ま
だ
い
い
の
で
す

が
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
を
大
ぶ
り
な
プ

ラ
コ
ッ
プ
で
飲
む
の
は
、
見
栄
え
が
し

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
試
し
て
み
て
欲
し
い
の
が
プ

ラ
製
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
す
。
う
ち
で

は「
お
出
か
け
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
」と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ス
の
脚
に
底
を
差

し
込
む
だ
け
で
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
で

き
あ
が
り
。
ふ
つ
う
の
プ
ラ
コ
ッ
プ
よ

り
も
ち
ょ
っ
と
高
く
て
も
、
何
度
も
使

え
る
の
で
経
済
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
け
の

　
　

小
道
具

お
出
か
け

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

松
井
宏
夫



W
in

eg
la

ss

R
ea

so
n

酒類関連で注目される
商品・イベント・運動などを本
誌編集長の山田聡昭が解
説する。

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が
選
ば
れ
る
わ
け

clear      eye

ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
社
は
最
上
級
の
お

茶
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
唱

日
本
酒
や
本
格
焼
酎
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
提
供
す
る

店
が
増
え
て
き
て
い
る

　

機
会
あ
る
ご
と
に
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
日
本
酒
を
飲
む

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
き
た
が
、
最
近
、
本
格
焼
酎
や

ビ
ー
ル
で
も
そ
ん
な
動
き
を
目
に
す
る
。

　

ど
ち
ら
も
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
香
り
を
と
り
や
す
い
と

い
う
機
能
面
に
着
目
し
て
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
ワ
イ
ン

の
よ
う
に
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
飲
む
酒
と
い
う
理
解
を

広
げ
る
意
図
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
と
こ
ろ
人
気
急
上

昇
中
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
パ
ブ
に
は
、
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
で
ビ
ー
ル
を
出
す
店
を
よ
く
見
る
の
は
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
唸
ら
さ
れ
た
の
は
宴
席
で
お
茶
を
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
で
提
供
す
る
話
。
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
に
詰
め
た
極
上

の
お
茶
は
安
い
も
の
で
五
千
円
、
日
本
航
空
の
国
際
線

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
万

円
で
あ
る
。
お
酒
が
苦
手
な
人
、
事
情
が
あ
っ
て
ア
ル

コ
ー
ル
を
控
え
て
い
る
人
な
ど
か
ら
は
、
割
り
勘
負
け

し
な
い
し
、
上
質
な
気
分
で
宴
席
を
楽
し
め
る
と
た
い

へ
ん
好
評
と
い
う
。
開
発
者
に
な
ぜ
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
な

の
か
と
質
問
す
る
と
、
急
須
で
入
れ
た
お
茶
を
い
い
状

態
で
出
せ
る
の
は
10
人
ま
で
だ
が
、
冷
茶
を
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
提
供
す
れ
ば
、
世
界
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

一
〇
〇
人
に
で
も
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
か
ら
と
い
う
答

え
。
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
に
詰
め
た
の
は
品
質
管
理
の
観
点

だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
脈
に
溶
け
込
む
か
ら
と
も
。

　

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
単
な
る
ワ
イ
ン
の
器
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
事
実
上
の
世
界
標
準
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
の

正
反
対
は
和
酒
器
で
い
た
だ
く
極
上
の
燗
酒
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
こ
れ
で
お
も
し
ろ
く
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
っ
ち
も
始

め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

編集長の“酒”

クリア・アイ

『加賀鳶 純米 勢』や『全量芋
焼酎「一刻者〈赤〉」』はワイン
グラスでもおいしい。『サント
リー ザ・プレミアム・モルツ』は
ワイングラスで香りを楽しむこと
を提案

手
軽
で
お
い
し
い
酒
の
肴
、お
酒
を
使
っ
た
料
理
、

お
酒
の
デ
ザ
ー
ト
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
の
投
稿
も
大
歓
迎
、

編
集
部
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル

（yam
ada@

sakebunka.co.jp

）ま
で
。

❶人参のナムル
人参を千切りにして電子レンジで 2分加熱す
る。熱いうちに塩とゴマ油で和える。
❷ピーマンのジャコ炒め
ピーマンは細切りにして、ジャコと一緒に炒
める。醤油で味を調えゴマ油をひと振り。
❸トマトのオリーブオイル漬け
中玉トマトは皮を湯剥きして、塩、コショウ、
酢 or レモン汁で味を調えてオリーブオイル
に漬ける。
❺簡単味付け卵
沸騰した湯に卵を入れて 8～ 9 分間茹でる。

すぐに殻をむいて麺つゆに一晩漬ける。
❻タラモサラダ
皮をむいたジャガイモに火を通し粗くつぶす。
皮を取り除いたタラコとマヨネーズを混ぜ合
わせる。
❼セロリの浅漬け
斜め切りにしたセロリを浅漬けの素に一晩漬
ける。すし酢に漬けてもおいしい。
❽卵とポテトのサラダ
火を通したジャガイモ、ゆで卵、叉焼を細か
く切り、薄切りにした人参、きゅうりと合わ
せマヨネーズ・胡椒・アンチョビで味を調える。

　

お
出
か
け
し
た
り
忙
し
か
っ
た
り
し
た

日
の
晩
は
、
酒
肴
も
簡
単
に
済
ま
せ
た
い

も
の
で
す
。
そ
ん
な
時
に
重
宝
す
る
の
が

つ
く
り
置
き
で
き
る
常
備
菜
。
ま
と
め
て

つ
く
っ
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
、
一

週
間
く
ら
い
は
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

メ
イ
ン
の
料
理
の
付
け
合
せ
や
来
客
の
と

き
の
オ
ー
ド
ブ
ル
、
お
弁
当
の
お
か
ず
に

も
使
え
え
る
優
れ
も
の
。
今
回
は
そ
ん
な

「
お
つ
ま
み
常
備
菜
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
つ
ま
み
常
備
菜

●❷

●❶

●❽
●❸

●❼

●❻

●❺



中国

蘭陵

北京

上海

　

中
国
の
山
東
省
の
酒
と
い
え
ば
青
島
ビ
ー
ル
が

有
名
だ
が
、
内
陸
の
蘭
陵
は
古
く
か
ら
の
白
酒
の

産
地
だ
。ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
50
度
以
上
が
ざ
ら
、

吟
醸
香
を
濃
縮
し
た
よ
う
な
香
り
を
発
す
る
こ
の

酒
に
は
、
日
本
の
酒
を
飲
み
慣
れ
た
者
は
よ
ほ
ど

の
酒
飲
み
で
も
手
を
焼
く
。

　

黄
砂
の
煙
る
田
舎
道
を
ひ
た
す
ら
走
っ
て
た
ど

り
着
い
た
白
酒
の
工
場
は
泥
ま
み
れ
、
土
木
工
事

の
作
業
現
場
の
よ
う
だ
っ
た
。
中
学
校
の
体
育
館

ほ
ど
の
広
さ
で
、
地
面
が
２
ｍ
×
５
ｍ
ほ
ど
の
直

方
体
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
何
な
の
か

皆
目
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
白
酒
は
雑
穀
を

蒸
し
て
こ
の
土
の
な
か
に
埋
め
て
ア
ル
コ
ー
ル
発

酵
さ
せ
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
酒
は
液
体
で
発

酵
さ
せ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
大
間
違
い
、
粒
の
ま

ま
発
酵
さ
せ
る
酒
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

個
体
だ
か
ら
蒸
溜
す
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。

空
飛
ぶ
円
盤
の
よ
う
な
大
き
な
蒸
篭
に
、
掘
り
出

し
た
雑
穀
を
は
り
こ
ん
で
一
気
に
蒸
し
あ
げ
る
。

水
蒸
気
が
通
り
抜
け
、
粒
の
な
か
の
ア
ル
コ
ー
ル

を
気
化
さ
せ
、
冷
や
さ
れ
て
白
酒
と
な
っ
て
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
出
て
く
る
の
を
待
つ
。

　

そ
の
晩
、
夕
食
に
入
っ
た
中
華
料
理
屋
で
２
人

の
男
が
酌
を
し
て
い
る
の
に
出
く
わ
し
た
。
注
ぎ

合
う
様
は
日
本
酒
を
飲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

「
そ
の
酒
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
飲
ん

で
み
ろ
と
グ
ラ
ス
を
渡
さ
れ
る
。
注
が
れ
た
瞬
間

に
白
酒
の
香
り
が
漂
う
。
オ
イ
リ
ー
な
舌
触
り
、

強
烈
な
キ
ッ
ク
。
工
場
の
方
と
の
昼
食
で
さ
ん
ざ

ん
乾
杯
し
た
あ
の
酒
。
遠
く
か
ら
来
た
ん
だ
か
ら

た
ん
と
飲
ん
で
帰
れ
と
、
白
酒
に
言
わ
れ
た
気
分

だ
っ
た
。（
山
田
聡
昭
）

世
界
の
酒
場
か
ら

中
国
山
東
省 

蘭
陵

土
か
ら
生
ま
れ
る
白
酒

タンクから白酒をポリタンクに受けて買っていく人も
いた

これが蒸溜器。蒸溜は次の仕込みの雑穀の蒸しを
兼ねる

蒸した雑穀を埋めて数か月。土中の微生物
が粒内にアルコールをつくる

山東省でも内陸部は冬の冷え込みが厳し
い。白酒が欲しくなるのもわかる

簡単なつまみで白酒をグイグイ。磁器の徳利にガラスの杯

＊ 

チ
ー
ズ
系
お
つ
ま
み
を
た
く
さ
ん
ご
推
薦
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は
少
し
変
わ
っ
た
も

の
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

和
食
が
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る

日
本
文
化
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
日

本
人
の
見
方
に
小
さ
く
な
い
影
響
を

与
え
た
よ
う
に
思
う
。

　

和
食
は
70
年
代
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
米
国
の
都

市
で
人
気
を
博
し
、
欧
州
へ
と
広
が

り
、
和
食
ブ
ー
ム
は
い
ま
や
世
界
的

に
定
着
し
た
。
し
か
し
単
な
る
ブ
ー

ム
と
、
国
連
の
権
威
あ
る
機
関
が
お

墨
付
き
を
与
え
る
の
で
は
違
う
。
無

形
文
化
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
日
本
人

は「
和
食
に
代
表
さ
れ
る
日
本
文
化

は
世
界
に
通
じ
る
普
遍
性
を
も
っ
た

も
の
な
の
だ
」と
納
得
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の
は
、
共

に
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
和
食
と

フ
ラ
ン
ス
料
理
に
つ
い
て
の
日
仏
識

者
の
討
論
会
で
司
会
を
務
め
、
両
文

化
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
に
つ
い
て

示
唆
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
は
二
〇
一
〇
年
に

登
録
さ
れ
た
。
一
国
の
料
理
の
登
録

と
し
て
第
一
号
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
政

府
が
他
国
に
先
駆
け
て
料
理
の
登
録

を
主
導
し
た
こ
と
自
体
に
文
化
に
対

す
る
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
。「
フ
ラ

ン
ス
文
化
は
普
遍
性
を
も
ち
、
そ
れ

を
世
界
に
投
射
し
て
い
く
こ
と
が

我
々
の
役
割
」と
い
う
信
念
だ
。

　

日
本
は
正
反
対
だ
。
討
論
会
に
参

加
し
た
国
立
民
族
学
博
物
館
元
館
長

の
石
毛
直
道
氏
は「
一
九
六
〇
年
代
、

世
界
の
都
市
で
和
食
を
提
供
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
は
限
ら
れ
、
お
客
は
現
地

に
住
む
日
本
人
か
日
本
人
観
光
客
。

和
食
が
世
界
性
を
獲
得
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」と
語
っ
た
。

日
本
文
化
は
特
殊
な
も
の
で
、
外
国

人
に
理
解
し
に
く
い
も
の
と
の
考
え

は
日
本
人
に
根
強
い
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
本
人
が

「
日
本
文
化
は
世
界
に
通
じ
る
」
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は「
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
外
国
人
が
言
い
だ

し
た
十
数
年
前
だ
。
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

和
食
登
録
は
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る

意
味
合
い
が
あ
っ
た
。

美酒 外交

西川 恵（毎日新聞 客員編集委員）

読者からの手紙
皆様からいただいた本誌への
ご意見・ご感想を紹介します。

お
す
す
め
の
ワ
イ
ン
の
お
つ
ま
み

ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
の
麹
漬
け

米
麹
の
甘
酒
に
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
を

漬
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
や
さ
し
い

甘
さ
で
ヘ
ル
シ
ー
な
お
つ
ま
み
で
す
。

そ
れ
と
賞
味
期
限
を
過
ぎ
た
国
産
カ

マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
。
中
身
が
ト
ロ

ト
ロ
で
ワ
イ
ン
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

永
瀬
祐
子
さ
ん（
宮
城
県
・
40
代
）

旬
野
菜
の
和
風
ピ
ク
ル
ス

キ
ュ
ウ
リ
、
玉
ね
ぎ
、
み
ょ
う
が
な

ど
季
節
の
野
菜
を
、
甘
め
の
酢
と
醤

油
に
半
日
く
ら
い
漬
け
込
み
ま
す
。

サ
ラ
ダ
の
具
材
に
も
使
え
ま
す
。

熊
本
か
な
え
さ
ん（
広
島
県
・
50
代
）

チ
ョ
コ
を
超
え
る
豆
大
福

赤
ワ
イ
ン
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
言

い
ま
す
が
、
豆
大
福
は
そ
の
上
を
行

き
ま
す
。
少
し
硬
め
の
豆
に
薄
塩
味

が
つ
け
て
あ
れ
ば
最
高
で
す
。

小
林　

忍
さ
ん（
愛
知
県
・
50
代
）

「
粉
も
ん
」と
赤
ワ
イ
ン

た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼
き
と
い
う
B

級
グ
ル
メ
に
ワ
イ
ン
と
い
う
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
さ
が
い
い
で
す
。

島
田
真
子
さ
ん（
大
阪
府
・
30
代
）

炙
っ
た
ハ
ル
ミ
チ
ー
ズ

薄
く
切
っ
た
ハ
ル
ミ
チ
ー
ズ（
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
に
似
た
キ
プ
ロ
ス
産
の
チ
ー

ズ
）を
焦
げ
目
が
つ
く
ま
で
炙
り
、
オ

リ
ー
ブ
油
に
つ
け
て
食
べ
ま
す
。

安
藤
知
明
さ
ん（
大
阪
府
・
60
代
）

飲
ま
な
い
の
は
損
な
気
分

お
酒
は
飲
ま
な
い
の
で
す
が
、『
さ
け
通

信
』
を
見
て
い
る
と
、
飲
ま
な
い
こ
と
が

損
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
お
酒
は
い
ろ
い

ろ
な
楽
し
み
方
が
あ
っ
て
深
い
で
す
ね
。

船
橋
い
ず
み
さ
ん（
神
奈
川
県
・
50
代
）

知
ら
な
い
酒
と
出
会
え
た

『
さ
け
通
信
』の
夏
号
は
知
ら
な
い
酒
ば
か

り
で
し
た
。
島
酒
特
集
の
壱
岐
焼
酎
、
樽

熟
成
焼
酎
、
マ
ル
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
、

本
誌
で
出
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
徐
々
に
試
し
て
い
き
ま
す
。

飯
ヶ
谷
裕
司
さ
ん（
埼
玉
県
・
30
代
）

地
元
の
マ
ル
ス
ウ
イ

ス
キ
ー

地
元
の
マ
ル
ス
ウ
イ
ス

キ
ー
が
採
り
あ
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
う
れ

し
い
長
野
県
民
で
す
。

酒
屋
に
置
い
て
あ
る
、

一
升
瓶
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
価
格
の
マ
ル
ス
が

お
気
に
入
り
で
す
。

松
下
薫
子
さ
ん（
長
野

県
・
50
代
）

ミ
ス
ト
ス
タ
イ
ル
が

気
に
な
り
ま
す

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
い
た

ら
ゴ
ク
ッ
と
生
唾
が
出
て
き
て
、
今
す
ぐ
そ

の
お
酒
を
飲
み
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ミ
ス
ト
ス
タ
イ
ル
と
い
う
飲
み
方
も
試
し
て

み
た
い
で
す
。
お
酒
の
知
ら
な
い
世
界
が
広

が
っ
て
い
く
の
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

大
畑
佳
子
さ
ん（
奈
良
県
・
30
代
）

酒
類
コ
ン
ク
ー
ル
の
解
説
を

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
酒
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
ど
ん
な
コ

ン
ク
ー
ル
な
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
度
、
整
理
し
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

三
輪
睦
雄
さ
ん（
神
奈
川
県
・
60
代
）

世界に通じると
「和食」を認識


